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＜報道関係各位＞ 

  ２０１５年１月２７日 

一般社団法人 日本化学工業協会 

 

『化学品のリスクベースでの管理』の業界普及に向け啓発冊子を発行 

～２０２０年世界目標達成に向け、サプライチェーン全体での自主的な化学品管理を推進～ 

 

一般社団法人 日本化学工業協会（会長：小林喜光 株式会社三菱ケミカルホールディングス取締役社長 

以下、日化協）はこのほど、サプライチェーン全体を通じて化学品の適切なリスクベースでの管理を自主的に行

う活動“GPS/JIPS
*
”の普及拡大に向け、主に化学産業のトップマネジメントをターゲットに、本活動の重要性を

啓発する冊子「JIPS 化学品のリスク最小化を目指す化学産業界の自主活動」（Ａ４版、３２ページ）を発行しま

した。   *GPS／JIPS：Global Product Strategy／Japan Initiative of Product Stewardship 

 

化学品管理の世界動向には、いわゆる２０２０年世界目標 『予防的アプローチに留意しつつ、透明性のある

科学的根拠に基づくリスク評価手順を用いて、2020 年までにすべての化学物質が人の健康や環境への影響を

最小化する方法で生産・利用されること』 があります。これに対応するため、世界各国・各地域の化学工業協

会が加盟する ICCA（国際化学工業協会協議会）では GPS という戦略を策定し、サプライチェーン全体を通じた

リスクベースでの管理を進めています。 日本では、日化協がGPSの日本版である“GPS/JIPS”を２００９年より

開始し、ガイダンス作成・配布、リスク評価支援サイト“JCIA BIGDr”の開設、セミナー開催および相談窓口の開

設といった取り組みを進めてきました。 

 

サプライチェーン全体を通じたリスクベースでの管理を行うためには、化学品を提供する企業による、その化

学品の安全性情報を記載した安全性要約書の公開が特に重要です。GPS/JIPS の開始から約５年が経過し、

安全性要約書を公開している日本企業は２０１５年１月現在で３７社、公開件数は３８３件（海外の関連会社公

開分を含む）へと拡大しています。 しかし、日本企業の安全性要約書公開件数は世界の９％程度に過ぎませ

ん。 日本の化学工業の出荷額比率は世界で約２０％あり、さらなる安全性要約書の公開および GPS/JIPS の

推進が必要です。GPS/JIPS は事業戦略としても重要な意義を持つため、トップダウンでの推進を目的としてト

ップマネジメント向けに本冊子を作成しました。 

 

本冊子では、化学品管理の世界動向や、国際的潮流となっているリスクベースでの管理、安全性要約書の

役割などを解説しているほか、日化協による支援内容も紹介しています。 日化協では、今後、加工メーカーや

部品メーカーなど川中・川下企業に向けた説明資料も作成し、サプライチェーンのより広範囲におけるリスクベ

ースでの管理の普及拡大を図っていきます。 

 

 冊子 「ＪＩＰＳ 化学品のリスク最小化を目指す化学産業界の自主活動」 概要 

（Ａ４版、３２ページ） 

・ＧＰＳ/ＪＩＰＳをご存じですか？ 

Ⅰ  化学産業における企業の社会的責任（ＣＳＲ）とＧＰＳ/ＪＩＰＳ 

Ⅰ－１ ＧＰＳ/ＪＩＰＳの意義 

Ⅰ－２ 「リスクベースでの管理」の必要性とその意義 

Ⅰ－３ 日本の化学産業界の取り組み状況 

Ⅱ ＧＰＳ/ＪＩＰＳ安全性要約書の実際 

Ⅱ－１ リスク評価の方法 

Ⅱ－２ ＧＰＳ/ＪＩＰＳ安全性要約書の内容 

Ⅱ－３ ＧＰＳ/ＪＩＰＳ安全性要約書の記載例 

Ⅱ－４ 情報公開と情報共有 

Ⅲ さまざまなサポート 

Ⅳ ＧＰＳ/ＪＩＰＳへの期待 

Ⅴ ＧＰＳ/ＪＩＰＳ達成度チェック 

 


